











東 北 大 学 大 学 院 環 境 科 学 研 究 科
Graduate School of Environmental Studies, Tohoku University
[環境科学研究科ニュースレター]
未来の暮らし方を育む泉の創造




先端環境創成学専攻 東北アジア地域文化論 東アジア歴史論 准教授 佐藤大介
2
固体酸化物形燃料電池の高性能化を目指した材料開発
先進社会環境専攻 エネルギー資源学 エネルギー分散システム学 准教授 八代圭司
建設機械の掘削作業による地盤定数推定モデルの構築



























































































































































































































































































































































































仙台市営地下鉄 東西線「八木山動物園行」にて 9 分
「青葉山」で下車（250 円） 南１出口 徒歩５分
仙台市営地下鉄 東西線「八木山動物園行」にて 9 分

















TEL  022-752-2233（総務係）　FAX  022-752-2236
http://www.kankyo.tohoku.ac.jp/
環境科学研究科本館 外観





環境科学研究科ニュースレター NO.17 / 2016年3月発行
表紙：仙台市内ペン淡彩画グループによる写生会の様子
（2015年9月撮影）
　自然環境を活かした環境調和型キャンパスの整備が進む青葉山の新
キャンパス地区に昨年の10月「環境科学研究科本館」が竣工しました。
この本館では「ソーラーチムニー」というシステムを採用しています。
これは建物内に煙突状の空気の通り道(チムニーシャフト)をつくり、
チムニー内外の温度差による上昇気流を発生させ、その誘引効果によ
り建物全体の自然換気を行うシステムです。この他、省エネなどの環境
技術や建物の環境性能に関する研究の取り組みを実践できる場の提
供が可能な造りになっています。
　さて、平成28年4月から本館の本格稼動を前に、仙台市地下鉄東西
線が開業となり、待望の「青葉山駅」がオープンしたことで、東北大学青
葉山キャンパスへのアクセスが便利になりました。その地下鉄の駅から
徒歩数分という立地環境の良い本館は新たな教育と研究の場として大
いに機能すると期待します。また、平成
21年から当研究科と「連携と協力に関
する協定」を締結している仙台市が運
営する「環境交流サロン」が本館の1階
スペースに移転し、さらに「せんだい
環境学習館たまきさんサロン」として
青葉山新キャンパス地区に
「環境科学研究科本館」が完成
